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平成２１年度の主な取り組み予定（１）平成２１年度の主な取り組み予定（１）

森・川・海の健やかな繋がりを活かし、豊かな広島湾を保全・再生する。

①水環境の再
生

水質総量規制 （継続）第６次水質総量削減計画に基づく汚濁負荷削減
（新規）第７次水質総量規制に向けた検討【環境省】

汚水処理対策の
推進

（継続）下水道整備、下水処理場の高度処理化、合流式下水道の改善など

森林整備 （継続）森林整備、市民連携による森林整備など
（新規）アンケートによる森・川・海の連携についての住民ニーズの把握結果より「森・

川・海の繋がり」をテーマとした取り組みについて、関係機関との連携方法の検
討・実施【陸域対策分科会】

海域における底質
改善

（継続）海田湾の底質浄化に寄与するパイロット事業の実施に向けた検討

その他の施策 （継続）太田川再生プロジェクトとの連携など
（継続）かき養殖の持つ機能についての評価、かき養殖技術の改善等の実施内容につ

いて分科会ＷＧ等において検討 【海域対策分科会】
（新規）定量的目標を定める項目について、水質シミュレーションを実施し、施策の効果

の確認と行動計画期間（１０年後）の水質の変化を予測 【分科会合同】

②生物生息・生
産の場の保全・

再生

浅場等の保全・再生 （継続）人工干潟の整備 など
（継続）劣化または消滅しつつある自然干潟・藻場の再生のための具体的な取り組みに

ついて、分科会ＷＧ等において検討 【海域対策分科会】
（継続）かき養殖筏の持つ生物生息機能のアピールや生物生息機能の確認のための調

査等の実施について分科会ＷＧ等において検討 【 〃 】

生物生息に配慮し
た護岸の整備

（継続）親水性・生物生息を考慮した護岸整備の検討など

赤・・・平成２１年度から実施または検討を予定している新たな取り組みを示す。
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赤・・・平成２１年度より実施または検討を予定している、新たな取り組みを示す。

人と海との繋がりを取り戻し、親しみやすい広島湾を再生する。

平成２１年度の主な取り組み予定（２）平成２１年度の主な取り組み予定（２）
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①魅力ある親
水空間の創出

緑地・野鳥園の整備 （継続）緑地の整備など

海洋性ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ拠
点の整備

（継続）ボートパーク広島の整備など

眺望点の整備・修復 （新規）広島湾再生プロジェクトホームページでの「広島湾の眺望点の写真」の募集・
選定 【分科会合同】

外航ｸﾙｰｽﾞ船の誘致 （継続）広島港における外航ｸﾙｰｽﾞ船の誘致

水の都ひろしまづくり
の推進

（継続）水の都ひろしまづくりの推進

親水性護岸の整備 （継続）親水護岸の整備、親水性・生物生息を考慮した護岸整備の検討など

②親水空間の
利活用の活性

化

川と海との連携によ
る環境学習

（継続）環境教育・普及啓発活動の推進

（新規）浅場や既設護岸などを活用した環境学習やイベントの誘致、環境学習などの場

所としてのＰＲを実施 【モニタリング・環境教育分科会】
（新規）川と海の連携による環境学習内容について、具体的なプログラムやマニュアルを

検討 【 〃 】

地域住民、ＮＰＯによ
る活動の推進・支援

（新規）ＮＰＯとの連携により、広島湾再生プロジェクトホームページを活用した活動紹介
などの実施 【モニタリング・環境教育分科会】



赤・・・平成２１年度より実施または検討を予定している、新たな取り組みを示す。

平成２１年度の主な取り組み予定（３）平成２１年度の主な取り組み予定（３）
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①自然景観、
歴史・文化的

資源を活用し
た保全

自然景観、歴史・文
化的資源の観光・ﾚｸ

ﾘｴｰｼｮﾝへの活用

（継続）ホームページによる瀬戸内海の歴史・文化的資源や各種イベントの情報発信、
「広島湾マップ」などを活用した広島湾の観光情報のＰＲなど

（新規）広島湾再生プロジェクトホームページでの「広島湾の眺望点の写真」の募集・
選定 【分科会合同】 ※再掲

（新規）広島／宮島／岩国地域観光圏推進協議会等との連携方法の検討 【 〃 】

②ごみの回収
・処理の推進

市民連携による清掃
美化活動の推進

（継続）市民連携による清掃美化活動（リフレッシュ瀬戸内、クリーン太田川など）
（新規）清掃美化活動等で発生するごみの量と処理実態の把握 【分科会合同】

清掃船等によるごみ
の回収

（継続）海面清掃船「おんど２０００」等によるごみ回収など

③ごみの発生
源対策の推進

キャンペーン等によ
る啓発活動、かき養

殖筏の材質改善、森
林における適切な間

伐の実施

（継続）これまでの普及啓発活動の推進など
（継続）「瀬戸内海海ごみ対策検討会」等における、ごみの発生抑制や回収処理方策の

検討など

宮島などの魅力ある自然景観、歴史・文化を活かし、美しい広島湾を保全する。



赤・・・平成２１年度より実施または検討を予定している、新たな取り組みを示す。

モニタリングの実施

実験的な取り組み

①広島湾の物質循環メカニズム

の解明

②パイロット事業の実施による新

たな底質改善技術の開発

③浅場再生のための検討

④効率的・効果的なごみ回収・

処理システムの構築

（継続）これまでの施策の継続（太田川におけるケイ酸塩濃度のモニタリングの実施 など）

（継続）かき養殖の持つ機能についての評価、かき養殖技術の改善等の実施内容について分
科会ＷＧ等において検討 【海域対策分科会】 ※再掲

（継続）劣化または消滅しつつある自然干潟・藻場の再生のための具体的な取り組みについて、
分科会ＷＧ等において検討 【海域対策分科会】 ※再掲

（新規）定量的目標を定める項目について、水質シミュレーションを実施し、施策の効果の確認

と行動計画期間（１０年後）の水質の変化を予測 【分科会合同】 ※再掲

平成２１年度の主な取り組み予定（４）平成２１年度の主な取り組み予定（４）
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①物質循環メ
カニズムの解

明

既存のモニタリングの実
施（状態指標の監視）

（継続）アピールエリアなどでのモニタリングの実施、人工衛星画像を活用した赤潮
発生状況のモニタリングなど

（新規）関係機関による水質一斉調査の開始 【モニタリング・環境教育分科会】

新たなモニタリングの実施 （新規）大学、試験研究機関等が過去に実施しているモニタリングデータを把握し、
広島湾の物質循環メカニズム解明のために必要な調査内容の検討【 〃 】

②浅場の保全状況の継続的監視、
市民連携によるモニタリングの実施

（継続）市民連携によるモニタリングの実施または活動への支援

③情報の共有
化と発信

瀬戸内海環境情報セン
ターの活用

（継続）瀬戸内海環境情報センターを活用した情報発信など

④環境再生技
術に関する

データ・知見の
蓄積

環境再生事業におけるモ
ニタリングの実施

（継続）人工干潟等におけるモニタリングの実施など

自然干潟・藻場等の成立
条件調査

（継続）劣化または消滅しつつある自然干潟・藻場の再生のための具体的な取り組
みについて、分科会ＷＧ等において検討 【海域対策分科会】 ※再掲



太田川流域下水道東部浄化センターにおける高度処理の導入推進（広島県）太田川流域下水道東部浄化センターにおける高度処理の導入推進（広島県）

平成平成22１年度も引き続き、流域関連公共下水道の整備促進による流入汚水量の増加に対応す１年度も引き続き、流域関連公共下水道の整備促進による流入汚水量の増加に対応す
るために、るために、22系処理施設の機械・電気工事、汚泥消化タンクの土木・機械・電気工事等の増系処理施設の機械・電気工事、汚泥消化タンクの土木・機械・電気工事等の増
設工事を予定しています。設工事を予定しています。

目標：森・川・海の健やかな繋がりを活かし、豊かな広島湾を保全・再生する。目標：森・川・海の健やかな繋がりを活かし、豊かな広島湾を保全・再生する。

具体的な取り組みのイメージ（①水環境の再生：汚水処理対策の推進）具体的な取り組みのイメージ（①水環境の再生：汚水処理対策の推進）
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水処理施設
水処理施設

沈砂池

急速砂ろ過池急速砂ろ過池

汚泥消化タンク

H21年度 供用開始

H23年度 供用開始
H25年度 供用開始

H19年度末 供用済

継続

２系 １系

計画放流水質：
ＢＯＤ 6mg/L
Ｔ－Ｎ 13mg/L
Ｔ－Ｐ 0.8mg/L

２系の処理施設においては、「凝集剤併用型循環式硝化脱窒法＋
砂ろ過」方式による高度処理の導入を推進しています。
（H19年度末処理水量:16,600m3/日）

１系

処理方式及び処理水量

標準活性汚泥法＋砂ろ過（H19年度末処理水量：98,400m3/日）

２系

凝集剤併用型循環式硝化脱窒法＋砂ろ過法



合流式下水道の改善（千田地区、江波地区、宇品地区、大州地区）（広島市）合流式下水道の改善（千田地区、江波地区、宇品地区、大州地区）（広島市）

平成平成22１年度は千田地区、江波地区、宇品地区の雨水滞水池工事、大州地区の返送管工事の１年度は千田地区、江波地区、宇品地区の雨水滞水池工事、大州地区の返送管工事の
実施を予定しています。実施を予定しています。

対象地区

観音地区

江波地区

吉島地区

千田地区

宇品・旭町地区

大州地区

京橋地区

供用済遮集管

施工中遮集管

計画遮集管・滞水管きょ

供用済雨水滞水池

計画雨水滞水池

処理場

凡　　例

合流式下水道の改善事業

千田地区

江波地区

宇品地区

大州地区

目標：森・川・海の健やかな繋がりを活かし、豊かな広島湾を保全・再生する。目標：森・川・海の健やかな繋がりを活かし、豊かな広島湾を保全・再生する。

具体的な取り組みのイメージ（①水環境の再生：汚水処理対策の推進）具体的な取り組みのイメージ（①水環境の再生：汚水処理対策の推進）
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継続



アンケートによる森・川・海の連携についての住民ニーズの把握結果より、「森・アンケートによる森・川・海の連携についての住民ニーズの把握結果より、「森・
川・海の繋がり」をテーマとした取り組みについて関係機関との連携方法の検討・川・海の繋がり」をテーマとした取り組みについて関係機関との連携方法の検討・
実施実施【【陸域対策分科会陸域対策分科会】】

平成２０年度は、秋季（１０～１１月行われた森
林関係イベントにおいて、参加者にアンケートを
行い、「森・川・海の繋がりを体験・学習できる
イベント」等のニーズ把握を実施しました。

0 20 40 60

豊かな森・川・海づくりのための植樹活動

山と海の幸を使った料理教室や直売会

森～川～海を移動しながら自然を学ぶ体験学習

森と海の素材を使ったものづくり体験

森～川～海の自然観察会や施設見学会

森のイベントの中で海のことを学ぶ教室や講演会

特に興味はない

その他

41

25

23

22

7

6

1

0

［人］述べ回答数：125（有効回答者83名）

森・川・海の繋がりを体験・学習できる
イベント等に関するアンケート結果

平成２１年度は、今年度実施平成２１年度は、今年度実施
したアンケート調査結果によるしたアンケート調査結果による
住民ニーズから、「森・川・海住民ニーズから、「森・川・海
の繋がり」をテーマとした取りの繋がり」をテーマとした取り
組みの検討を進め、具体的な連組みの検討を進め、具体的な連
携方法を検討します。携方法を検討します。

また、通年的なニーズの把握また、通年的なニーズの把握
を行うため、平成２０年度に引を行うため、平成２０年度に引
き続き、イベントや森林ボランき続き、イベントや森林ボラン
ティア活動の把握を行い、アンティア活動の把握を行い、アン
ケートを実施する予定です。ケートを実施する予定です。

目標：森・川・海の健やかな繋がりを活かし、豊かな広島湾を保全・再生する。目標：森・川・海の健やかな繋がりを活かし、豊かな広島湾を保全・再生する。

具体的な取り組みのイメージ（①水環境の再生：森林整備）具体的な取り組みのイメージ（①水環境の再生：森林整備）
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新規



定量的目標設定を定める項目について、水質シミュレーションを実施し、施策の定量的目標設定を定める項目について、水質シミュレーションを実施し、施策の
効果の確認と行動計画期間（１０年後）の水質の変化を予測効果の確認と行動計画期間（１０年後）の水質の変化を予測 【【分科会合同分科会合同】】

目標達成状況を監視する「状態指標」のうち、定量的目標を定める「底層ＤＯ」、「透明
度」については、平成２１年度に水質シミュレーションにより、以下の検討を行います。

①施策の効果の確認
②行動計画期間（１０年後）の水質の変化の予測
③施策の効果が現れていない場合は、シミュレーション結果よりその原因を確認

かき筏

河川

有機物
沈降

かきによる
摂食

貧酸素水塊発生

栄養塩の
溶出

かき糞の沈降

ＣＯＤの計算

ＤＯの計算

窒素、リンの
計算

有機物、窒素・リン
の浄化

カキ現存量の
計算

動物・植物プラン
クトンの計算

・・・海水中、底泥中の物質の循環

・・・実施する施策

凡例

平成２０年度に作成した水質シミュレーションモデルの概要 底層ＤＯ計算結果のイメージ

※図はダミー

目標：森・川・海の健やかな繋がりを活かし、豊かな広島湾を保全・再生する。目標：森・川・海の健やかな繋がりを活かし、豊かな広島湾を保全・再生する。

具体的な取り組みのイメージ（①水環境の再生：その他の対策）具体的な取り組みのイメージ（①水環境の再生：その他の対策）
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新規



人人 人工干潟（広島港五日市地区：２４人工干潟（広島港五日市地区：２４haha）の整備（広島県））の整備（広島県）

埋立による港湾施設，住宅
用地，企業用地等の確保

埋立により消滅
する自然干潟

良好な自然干潟良好な自然干潟

代替機能の確保
が必要

【被覆石】
直接的に波浪の影響を受ける部
分を捨石（25～100kg/個）で防
護する。

【盛土】
◆東方向からの波
浪に対する波浪の
遮蔽効果を確保。
◆盛土間に入った
アオサの歩留まり
の向上を図る。
◆八幡川からの流
出土砂の盛土間へ
の堆積を図る。

人
工
干
潟

人
工
干
潟

八
幡
川

八
幡
川

平成平成1212年度から年度からⅡⅡ期工事として海域環境創造・自然再生等事業により干潟造成（捨石工、期工事として海域環境創造・自然再生等事業により干潟造成（捨石工、
覆砂工）を実施しており、平成２１年度も引き続き埋立前と同程度の干潟造成のための工覆砂工）を実施しており、平成２１年度も引き続き埋立前と同程度の干潟造成のための工
事を継続していきます。事を継続していきます。

目標：森・川・海の健やかな繋がりを活かし、豊かな広島湾を保全・再生する。目標：森・川・海の健やかな繋がりを活かし、豊かな広島湾を保全・再生する。

具体的な取り組みのイメージ具体的な取り組みのイメージ
（②生物生息・生産の場の保全・再生：浅場等の保全・再生）（②生物生息・生産の場の保全・再生：浅場等の保全・再生）
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劣化または消滅しつつある自然干潟・藻場の再生のための具体的な取り組みについ劣化または消滅しつつある自然干潟・藻場の再生のための具体的な取り組みについ
て、分科会ＷＧ等において検討て、分科会ＷＧ等において検討【【海域対策分科会海域対策分科会】】

平成20年度は、まず干潟・藻場の現状に関する知見の整理及び藻場造成適地の検討を実施しました。次
に、劣化または消滅しつつある自然干潟・藻場（過去に造成した干潟・藻場も含む）に着目し、その現状
を把握するとともに、今後の再生方策について検討しました。さらに、今後の再生方策の具体的な進め方
についても検討しました。

現存する藻場については、面積は減少していなくても、生育密度が減少している場所が多い

かつてアマモが生育していた場で海岸・海底形状に変化がなく、透明度が回復していれば、人為的にア
マモを供給することにより、再生産可能な藻場が形成される可能性が高い

（１）これまでに明らかになっている知見（干潟・藻場の現状等）の整理（１）これまでに明らかになっている知見（干潟・藻場の現状等）の整理

（２）劣化または消滅しつつある自然干潟・藻場の現状を把握と今後（２）劣化または消滅しつつある自然干潟・藻場の現状を把握と今後の再生の再生方策の検討方策の検討

例）自然アマモ場の測線調査や移植実験、再生に関する協議の場づくり、劣化状況モニタリングシートの作成、市民向
け再生ガイドブックの作成・・・等

平成２１年度は、大学・研究機関との情報交流や分科会平成２１年度は、大学・研究機関との情報交流や分科会WGWGにより、具体的な調査、により、具体的な調査、
実験内容等について検討を進めていきます。実験内容等について検討を進めていきます。

10

継続

目標：森・川・海の健やかな繋がりを活かし、豊かな広島湾を保全・再生する。目標：森・川・海の健やかな繋がりを活かし、豊かな広島湾を保全・再生する。

具体的な取り組みのイメージ具体的な取り組みのイメージ
（②生物生息・生産の場の保全・再生：浅場等の保全・再生）（②生物生息・生産の場の保全・再生：浅場等の保全・再生）



かき養殖筏の持つ生物生息機能のアピールや生物生息機能の確認のための調査等のかき養殖筏の持つ生物生息機能のアピールや生物生息機能の確認のための調査等の
実施について分科会ＷＧ等において検討実施について分科会ＷＧ等において検討【【海域対策分科会海域対策分科会】】

平成２０年度は、かき養殖の持つ様々な機能に関する知見を整理し、かき養殖の持つ機能を一層定量的に
評価するために今後必要な取り組み（調査、実験等）について検討しました。

①かき養殖筏のもつ藻場・浮き藻場としての機能：
・かき養殖筏に生息する藻類の量は天然藻場と同程度と試算されている。
・かき養殖筏に生息する生物の個体数は、天然藻場と比肩できる程である。

②かき養殖筏のもつ稚ナマコの育成場としての機能：
・かき養殖筏は、稚ナマコの着底基盤として利用されることが知られており、ナマコの資源量を確保する上で重要な機

能を有している。

これこれまでに明らかになっている知見（かき養殖のもつ機能）の整理までに明らかになっている知見（かき養殖のもつ機能）の整理

平成２１年度は、分科会ＷＧ等において、かき養殖筏の持つ生物生息機能のアピールや生平成２１年度は、分科会ＷＧ等において、かき養殖筏の持つ生物生息機能のアピールや生
物生息機能の確認のための調査等の実施について検討を進めていきます。物生息機能の確認のための調査等の実施について検討を進めていきます。

今後必要な取り組み（調査・実験等）の検討今後必要な取り組み（調査・実験等）の検討

例）生物生息機能の確認のための調査等

＜平成２０年度の調査内容＞

かき養殖筏の持つ生物生息機能を一般の方にアピールす
るためのイメージ図を作成（次のページ参照）

かき養殖筏の持つ生物生息機能のアピールかき養殖筏の持つ生物生息機能のアピール
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目標：森・川・海の健やかな繋がりを活かし、豊かな広島湾を保全・再生する。目標：森・川・海の健やかな繋がりを活かし、豊かな広島湾を保全・再生する。

具体的な取り組みのイメージ具体的な取り組みのイメージ
（②生物生息・生産の場の保全・再生：浅場等の保全・再生）（②生物生息・生産の場の保全・再生：浅場等の保全・再生）



かき養殖の持つ生物生息機能のアピールの実施かき養殖の持つ生物生息機能のアピールの実施 【【海域対策分科会海域対策分科会】】

かき養殖の持つ生物生
息機能について、持続的
なかき養殖により、将来
広島湾の生物生息環境が
どのように変わるのかを
わかりやすく示すイメー
ジ図を作成しました。

平成２１年度からは、平成２１年度からは、
作成したイメージ図を作成したイメージ図を
活用して、かき養殖の活用して、かき養殖の
重要性を広く一般にア重要性を広く一般にア
ピールしていきます。ピールしていきます。
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目標：森・川・海の健やかな繋がりを活かし、豊かな広島湾を保全・再生する。目標：森・川・海の健やかな繋がりを活かし、豊かな広島湾を保全・再生する。

具体的な取り組みのイメージ具体的な取り組みのイメージ
（②生物生息・生産の場の保全・再生：浅場等の保全・再生）（②生物生息・生産の場の保全・再生：浅場等の保全・再生）



親水性、生物生息を考慮した護岸整備の検討（直轄海岸広島港海岸）（中国地方整備局）親水性、生物生息を考慮した護岸整備の検討（直轄海岸広島港海岸）（中国地方整備局）

平成２１年度は、整備後の生物配慮型護岸の適正な効果評価に資するための生物生息状況平成２１年度は、整備後の生物配慮型護岸の適正な効果評価に資するための生物生息状況
の把握（整備前）、環境配慮型護岸構造（材質、形状等）の検討・設計、広島港海岸の構の把握（整備前）、環境配慮型護岸構造（材質、形状等）の検討・設計、広島港海岸の構
造形式ごとの環境配慮施策の検討などを実施する予定です。造形式ごとの環境配慮施策の検討などを実施する予定です。

広島港海岸中央西地区

現在、整備中現在、整備中

＜整備効果＞
○高潮による浸水被害や、地震によ
る液状化被害の発生を防ぎ、市民が
安心して暮らせる地域を実現します。
○親水性や生物生息機能を創出し、
海域環境の保全・再生を図ります。

13

継続

目標：森・川・海の健やかな繋がりを活かし、豊かな広島湾を保全・再生する。目標：森・川・海の健やかな繋がりを活かし、豊かな広島湾を保全・再生する。

具体的な取り組みのイメージ具体的な取り組みのイメージ
（②生物生息・生産の場の保全・再生：生物生息に配慮した護岸整備）（②生物生息・生産の場の保全・再生：生物生息に配慮した護岸整備）



水の都ひろしまづくりの推進（広島市）水の都ひろしまづくりの推進（広島市）

水辺のコンサート水辺のコンサート

京橋川オープンカフェ京橋川オープンカフェ

元安川オープンカフェ元安川オープンカフェ

平成２１年度は、引き続き水辺空間における市民の創意・工夫による利活用の促進を図平成２１年度は、引き続き水辺空間における市民の創意・工夫による利活用の促進を図
るための市民活動促進助成事業や、芸術・文化活動による水辺のにぎわいづくりを促進するための市民活動促進助成事業や、芸術・文化活動による水辺のにぎわいづくりを促進す
るための原爆ドーム付近での水辺のコンサートなどを実施するとともに、京橋川オープンるための原爆ドーム付近での水辺のコンサートなどを実施するとともに、京橋川オープン
カフェ、元安川オープンカフェの継続的な実施に加え、京橋川沿川での新規展開に向けたカフェ、元安川オープンカフェの継続的な実施に加え、京橋川沿川での新規展開に向けた
検討を行います。検討を行います。
また、第また、第99回川に学ぶ体験活動全国大会回川に学ぶ体験活動全国大会inin広島を開催する予定です。広島を開催する予定です。

目標：人と海との繋がりを取り戻し、親しみやすい広島湾を再生する。目標：人と海との繋がりを取り戻し、親しみやすい広島湾を再生する。

具体的な取り組みのイメージ具体的な取り組みのイメージ
（①魅力ある親水空間の創出：水の都ひろしまづくりの推進）（①魅力ある親水空間の創出：水の都ひろしまづくりの推進）
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○浅場や既設護岸などを活用した環境学習やイベントの誘致、環境学習などの場所としての○浅場や既設護岸などを活用した環境学習やイベントの誘致、環境学習などの場所としての
ＰＲの実施ＰＲの実施【【モニタリング・環境教育分科会モニタリング・環境教育分科会】】
○川と海の連携による環境学習内容について、具体的なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑやﾏﾆｭｱﾙを検討○川と海の連携による環境学習内容について、具体的なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑやﾏﾆｭｱﾙを検討【【 〃〃 】】

参加行政機関：
第六管区海上保安本部
中国地方整備局 企画部
中国地方整備局 建政部
中国地方整備局 港湾空港部
NPO等
NPO法人瀬戸内海里海振興会
もりメイト倶楽部HIROSHIMA
広島市環境サポーターネットワーク
中国環境パートナーシップオフィス

環境学習活動との連携～広島湾「＋１」宣言～

ＮＰＯとの意見交換会の開催（３回）

平成２０年度は、海辺の自然学校in宮島と連携して、川と海の繋がりについて説明し、学習の終了に合わせ
て各自が広島湾の環境を守るために出来ることを記入してもらう“広島湾＋１宣言”の実施や、広島湾流
域で活動するＮＰＯと広島湾での環境学習内容などについて話し合う意見交換会を開催しました。

平成２１年度以降も、引き続き平成２１年度以降も、引き続き
環境学習活動との連携やＮＰＯ環境学習活動との連携やＮＰＯ
との意見交換会を開催するとととの意見交換会を開催するとと
もに、環境学習として利用できもに、環境学習として利用でき
る場所のＰＲや、川と海の連携る場所のＰＲや、川と海の連携
による環境学習内容をとりまとによる環境学習内容をとりまと
めたマニュアルの作成、具体的めたマニュアルの作成、具体的
な環境学習プログラムについてな環境学習プログラムについて
検討していく予定です。検討していく予定です。

目標：人と海との繋がりを取り戻し、親しみやすい広島湾を再生する。目標：人と海との繋がりを取り戻し、親しみやすい広島湾を再生する。
具体的な取り組みのイメージ具体的な取り組みのイメージ
（②親水空間の利活用の活性化：川と海との連携による環境学習）（②親水空間の利活用の活性化：川と海との連携による環境学習）
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関係機関による水質一斉調査の開始関係機関による水質一斉調査の開始【【モニタリング・環境教育分科会モニタリング・環境教育分科会】】

平成２１年度より、関係機関と同一時期での一斉調査（夏季）を開始する予定です。調査結果は「瀬戸
内海環境情報センター」または広島湾再生プロジェクトホームページでの公表を予定しており、このため
のホームページの拡充についても検討していく予定です。

なお、第六管区海上保安本部では、平成２０年４月より北部海域を中心に２０地点で新たなモニタリン
グを開始し、その結果をホームページより公表しています。
（http://www1.kaiho.mlit.go.jp/KAN6/suishitu/suishitumenu.htm）

関係機関による一斉調査時期の調整

関係機関による水質一斉調査と結果報告の流れ（案）関係機関による水質一斉調査と結果報告の流れ（案）

調査実施日の調整、データ集約・とりまとめ方法の検討

チラシ作成・報道発表

水質一斉調査の実施（夏季実施）

調査結果のとりまとめ

ホームページで結果発表

平成２０年度平成２０年度

平成２１年度平成２１年度

対象機関については、順次拡大に向けた検討を実施

第六管区海上保安本部によるモニ
タリング（平成２０年４月～）

モニタリングの実施モニタリングの実施

具体的な取り組みのイメージ（①物質循環ﾒｶﾆｽﾞﾑの解明：既存のﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞの実施）具体的な取り組みのイメージ（①物質循環ﾒｶﾆｽﾞﾑの解明：既存のﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞの実施）
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